
二は         教育長 山中史章 

春風をもって人に接し、秋霜をもって自らを慎む  佐藤一斎 

 

１ 「はやぶさ２」が夢を運んで 

 

 皆さんは、宇宙のことに興味がありますか。私は、若い頃に牧之原の上で何人か

の人々と一緒に星を見る会に参加したり、プラネタリウムを見に行ったりと、若い

頃から興味を持って宇宙を眺めてきました。 

 以前、探査機「はやぶさ」が地球に帰ってきたときの話を書いたことがあります。

皆さんは、７月５日に探査機「はやぶさ２」が、小惑星「トリフネ」に最接近し、そ

の映像を至近距離で撮影したというニュースが流れたのをご存じでしょうか。 

 ニュースによると、今回の探査機「はやぶさ２」の接近については、小惑星が地

球に衝突する危険を考えて、その対策のための実証実験でもあるということです。

特に、小惑星が地球に衝突しそうな軌道にあるときに、意図的に小惑星に探査機を

衝突させて、小惑星の進路を変えるということを考えているということでした。 

 宇宙空間をものすごい速さで進んでいる小惑星に、探査機を衝突させることは考

えただけで難しいと分かります。映画の中では、よく見る光景ですが、JAXA（宇宙

航空研究開発機構）が、そのようなことを考えて実際に実験を行っていることがす

ごいと思います。宇宙での大きな夢の実現を期待しています。  

 また、探査機「はやぶさ２」は、これからも５年後の令和 13 年に到着予定の次の

惑星を目指して飛行を続けるということです。我々にとっては、気の長い話のよう

に感じられますが、「はやぶさ２」は目的地に向かって、これからも進んでいくので

す。何となく、ロマンを感じませんか。「はやぶさ２」からの次回の報告がとても楽

しみです。 

 

２ 総合教育会議が開かれました 

 

 ７月８日(水)に、本年度第 1 回目の総合教育会議が開かれました。この会議は、

平成 27 年４月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づい

て実施されるもので、市長と教育委員会が、教育の課題や方針を共有し、協議する

ために設置された会議です。今回のテーマは、２つありました。１つ目は、「次期学

習指導要領改訂とその対応について」２つ目は、「部活動の地域展開について」でし

た。 

 「指導要領の改訂について」では、主な改訂のポイントとして①「学びに向かう

力、人間性等」の再整理 ②多様性を包摂する柔軟な教育課程 ③情報活用能力の

抜本的向上 ④教育の質の向上のための「余白」の創出 が挙げられました。 

 部活動の地域展開については、本年度学校教育課内にできた「地域クラブ活動推

進室」の室長補佐が、島田方式ともいえる「学校」「行政」「地域住民」「保護者」「企

業・団体」の５者が連携して子供を育てていくという共創の意味について説明して、

今後の島田市の部活動の地域展開について、大きな夢と具体を語りました。 
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３ お世話になりました 

 

 新聞報道がありましたので、ご存じの方が多いと思いますが、７月 14 日をもちま

して、教育長の任期が満了いたしますので、退任いたします。 

 振り返ってみれば、前濱田教育長の残り任期と、再任後の任期３年間を入れて、

計４年とほぼ４ヶ月間、教育長という重責を担わせていただきました。 

 島田市の教育行政を担う中で、これからの日本に必要な教育のこと、島田市に必

要な教育のこと等を色々と考えました。これからも、できるだけ子供たちに関わり

たいと考えています。皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

サッカーワールドカップが始まりました。ベテラン選手の活躍や若手選手の躍動、

そして日本代表の熱戦など、やや寝不足気味の日々を送っている方も多いのではな

いでしょうか。子供たちにとっても、世界のスーパースターに憧れ、将来は、自分

もワールドカップに出たいと思い、サッカー少年達はそのプレーを真似しているこ

とでしょう。 

子供の頃感じた衝撃や感動は、その後の進路に大きな影響を与えるものだなと実

感しています。私は、小学校ではソフトボール、中学・高校ではバレーボールに取

り組み、その後も趣味でいろいろなスポーツに親しんできました。小学生の頃は野

球が好きで、地元のソフトボール少年団に入団（当時はソフトボールが盛んでした）

し、その後もずっと野球をやり続けるものと思っていました。しかし、そんな私の

未来を変えたのは、小学校６年生のときにテレビで見た「春の高校バレー」でした。

画面の中ではありましたが、そのプレーに心を奪われ、中学ではバレー部に入部し

てしまいました。高校でも当時強豪校といわれた（？）学校に進学し、今の自分が

あるわけなのですが、もしあの時、野球部を選択していたら、その後の自分が変わ

っていたかもしれません。 

こうした「子供の頃の出会い」が持つ影響力は、親となった今、子供たちを見て

も強く感じています。 

私には３人の子供がいます。一人はプロ野球選手になることを夢見て、小学生の

頃から野球を続け、高校野球で甲子園に出場（レギュラーではありませんでしたが）

しました。今でも野球を通じてコミュニケーションの輪を広げていて、今の仕事に

もその経験が生かされているようです。もう一人は母親の影響もあり看護の道を進

んでいます。そして最後の一人は、中学生の時の部活の先生に憧れ、現在はなんと

教職を目指して奮闘中です。 

振り返ると、私も子供たちのそれぞれの選択も、全ては小学校、中学校の時代に

出会った感動や人が始まりのような気がします。小さな頃にどんな経験をし、どん

な人と出会えるか。それが大きな宝物になるのだなと実感しています。 

肘かけ椅子          

「子供の頃の出会い」 

            教育総務課長 曽根 一也 

 


